
 

パブリックコメント手続の結果公表 

 

・ 政策等の名称 

成田市地域防災計画の一部修正（素案） 

 

・ 意見等の募集期間 

令和元年１０月１日 から 令和元年１０月３１日 

 

・ 意見等の件数 

９件（１人） 

 

・ 担当課 

危機管理課（20-1523） 
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○成田市地域防災計画の一部修正（素案）についての意見と市の考え方 

１．共通編 

№ 項目 提出された意見の趣旨 市の考え 

1-1 全体 台風 15 号，19 号，10 月 25 日の対応状況を踏まえた計画の

修正をする必要がある。 

台風 15 号，19 号，10月 25 日の大雨に対する災害検証な

どは，発生から間もないことから，現時点で取り込むこ

とが困難であると考えております。 

今回の修正は，「成田市地域防災計画一部修正（素案）の

概要」にもお示しした件について修正するものでありま

す。いただいたご意見については，次回修正する際の参

考とさせていただきますのでご理解いただきたいと思い

ます。 

1-2 共-59 

第 2 章 災害予防計画 

第 6節 都市防災 

 第 4 防災空間の整備・拡大 

防災の予算配分を増やす必要がある。 市の予算配分は，本計画の対象外となりますのでご理解

いただきたいと思います。 

1-3 共-67 

第 2 章 災害予防計画 

第 7節 防災体制の整備 

 第 2 応援協力体制の整備 

近隣の市町村とも協定を締結する必要がある。 大規模災害時は，近隣の市町は同時に被災する可能性が

あることから同時被災の可能性が低い自治体である北海

道函館市，大阪府泉佐野市，栃木県大田原市と災害時相

互応援協定を締結いたしました。 

また，千葉県内の市町村とは「災害時おける千葉県内市

町村間の相互応援に関する協定」を平成 8 年に締結して

おります。 

1-4 共-72 

第 2 章 災害予防計画 

第 7節 防災体制の整備 

 第 8 廃棄物処理体制の整備 

 （1）廃棄物処理体制の整備 

廃棄物処理体制について事前に作成しておく必要がある。 

 

平成 31 年 3 月に「成田市災害廃棄物処理計画」を策定い

たしました。本計画に基づき対応してまいります。 

1-5 共-77 避難所の環境整備を進める必要がある。 地域防災計画に記載の「避難所の整備項目」に基づき整
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№ 項目 提出された意見の趣旨 市の考え 

第 2章 災害予防計画 

第 8節 避難体制の整備 

 第 1 避難所等の指定・整備 

 （5）避難所の整備 

備に努めてまいります。 

1-6 共-77 

第 2 章 災害予防計画 

第 8節 避難体制の整備 

 第 2 避難路の整備 

災害時の道路確保のために道路整備が重要である。 地域防災計画に記載「避難路の整備項目」に基づき整備

に努めてまいります。 

1-7 共-106 

第 3 章 復旧・復興計画 

第 3節 災害復興計画 

 第 1 復興まちづくり 

日頃より勉強のため災害市町村に支援を兼ねて職員を派遣

する体制を整備する。 

今回の修正は，「成田市地域防災計画一部修正（素案）の

概要」にもお示しした件について修正するものでありま

す。いただいたご意見については，次回修正する際の参

考とさせていただきますのでご理解いただきたいと思い

ます。 
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２．震災等対策編 

№ 項目 提出された意見の趣旨 市の考え 

2-1 震-28 

第 1 章 震災対策計画 

第 3節 情報の収集・伝達 

第 5 広報活動 

（3） 広報内容 

防災用 FMを配布してほしい。 情報伝達につきましては，情報伝達手段である防災行政

無線をはじめ，防災行政無線を補完する機能として，音

声により放送内容を確認できる防災行政無線テレフォン

サービスのほか，市のホームページ，防災メールやフェ

イスブック，ツイッターなど SNS，Ｌアラートの活用によ

り，多様な情報伝達体制を整備しているところでありま

す。また，緊急を要する状況に応じて，市の広報車や消

防団の車両による広報を行うなど，市民の皆様に災害時

の情報が伝達できるよう努めておりますので，ご理解い

ただきたいと思います。 

2-2 震-81 

第 1 章 震災対策計画 

第 13節 災害派遣・応援要請 

第 1 公共的団体及び民間団

体への協力依頼 

コミュニティがない住民の対応を自衛隊に任せるようにして

ほしい。 

自衛隊への災害派遣要請として，緊急性，公共性，非代

替性があります。これらの要件に該当しないことから自

衛隊に任せることは困難であると考えております。 

 

 


